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進

諸

国

の

動

向

 
労
働
力
率
「
Ｍ
字
型
」
と
「
逆
Ｕ
字
型
」
 

　
「
育
児
と
女
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
国
際

比
較
を
交
え
て
論
じ
る
と
き
、
現
状
認
識
の

手
が
か
り
と
し
て
し
ば
し
ば
俎
上
に
乗
せ
ら

れ
る
の
が
、
女
性
の
労
働
力
率
を
年
齢
層
別

に
と
ら
え
た
労
働
力
率
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
参

考
と
し
て
あ
げ
る
グ
ラ
フ
（
図
１
、「
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
」
を
取
り
上
げ
た
『
平
成
一

三
年
版
働
く
女
性
の
実
情
』
よ
り
）
の
「
昭

和
五
〇
年
労
働
力
率
」

で
は
二
五
〜
二
九
歳
層

と
三
〇
〜
三
四
歳
が
底

で
、
そ
の
両
側
の
年
齢

層
の
労
働
力
率
が
高
く
、

「
平
成
一
二
年
労
働
力

率
」
で
も
三
〇
〜
三
四

歳
の
子
育
て
層
を
底
に

「
Ｍ
字
型
」
と
呼
ば
れ

る
似
た
パ
タ
ー
ン
を
形

成
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
欧
米

先
進
諸
国
で
は
、
一
般

的
に
こ
の
子
育
て
層
の

数
字
が
落
ち
込
ま
な
い

「
台
形
型
」
ま
た
は
「
逆

Ｕ
字
型
」
と
呼
ば
れ
る

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る

（
図
２
）。
日
本
で
も
、

「
育
児
期
間
中
の
女
性

が
就
業
継
続
可
能
な
条

件
を
整
備
す
れ
ば
」
Ｍ

字
型
カ
ー
ブ
か
ら
脱
却

で
き
る
と
い
う
論
旨
も
、

参
考
例
か
ら
容
易
に
読

み
取
れ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
象
に
関
す
る
国
際
比
較
の

論
点
と
し
て
、
『
平
成
一
五
年
度
版
男
女
共

同
参
画
白
書
』
で
は
、
①
性
別
の
役
割
や
平

等
感
な
ど
に
関
す
る
男
女
の
意
識
②
男
女
間

の
賃
金
格
差
③
女
性
の
勤
続
年
数
④
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
の
あ
り
方
・
制
度
（
育
児
期
の

み
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
を
選
択
で
き
る
仕
組

み
な
ど
）
⑤
育
児
休
業
制
度
⑥
男
女
の
家
事

分
担
⑦
保
育
施
設
等
子
育
て
支
援
に
係
わ
る

施
策
―
―
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

出
生
率
問
題
な
ど
に
も
つ
な
が
る
視
点
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
本
お
よ
び
各
国
の
実

態
を
踏
ま
え
て
詳
し
く
論
じ
る
重
要
性
を
も

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

　
欧
米
の
い
く
つ
か
の
実
例
に
つ
い
て
は
別

稿
で
扱
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
育
児

休
業
制
度
に
関
連
す
る
、
国
を
越
え
た
レ
ベ

ル
の
基
準
と
し
て
、
二
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
紹
介
す
る
。
一
つ
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労

働
機
関
）
第
一
五
六
号
条
約
」
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
Ｅ
Ｕ
の
「
育
児
休
業
指
令
」
で
あ

る
。 

　
「
家
族
的
責
任
を
有
す
る
男
女
労
働
者
の

機
会
及
び
待
遇
の
均
等
に
関
す
る
条
約
」
と

い
う
名
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
五
六
号
条
約
は
、
一

九
八
一
年
に
採
択
さ
れ
、
八
三
年
に
発
効
し

た
。
日
本
は
九
五
年
に
批
准
し
た
が
、
そ
の

前
年
に
は
育
児
・
介
護
休
業
法
が
成
立
し
、

批
准
の
た
め
の
条
件
整
備
を
済
ま
せ
て
い
る
。

内
容
は
、
「
家
族
的
責
任
そ
れ
自
体
は
雇
用

の
終
了
の
妥
当
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
前
提
条
件
の
確
認
と
、
家
族
的
責
任
を

有
す
る
労
働
者
が
「
差
別
を
受
け
る
こ
と
な

く
」
「
で
き
る
限
り
職
業
上
の
責
任
と
家
族

的
責
任
と
の
間
に
抵
触
が
生
ず
る
こ
と
な
く

職
業
に
従
事
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
国
家
の
政
策

目
的
の
規
定
を
ベ
ー
ス
と
し
、
さ
ら
に
地
域

社
会
の
計
画
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
の
提
供
・

教
育
の
促
進
と
い
っ
た
具
体
策
の
あ
り
方
な

ど
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
条
約
採
択
の
八

一
年
か
ら
現
在
ま
で
の
お
よ
そ
二
十
年
間
に
、

先
進
国
に
お
い
て
も
、
Ｍ
字
型
（
英
国
な
ど
）

や
若
年
層
を
ピ
ー
ク
と
し
て
加
齢
に
よ
り
労

働
力
率
が
減
っ
て
い
く
パ
タ
ー
ン
（
ド
イ
ツ

な
ど
）
が
、
逆
Ｕ
字
型
に
変
化
し
て
い
く
傾

向
が
読
み
取
れ
る
。 

 

Ｅ
Ｕ
の
育
児
休
業
指
令
も
、
原
案
は
す
で

に
八
三
年
に
Ｅ
Ｃ
委
員
会
（
当
時
）
か
ら
「
育

児
休
業
と
家
庭
責
任
に
よ
る
休
業
に
関
す
る

理
事
会
指
令
案
」
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
八
〇
年
代
中
盤
の
議
論
の
過
程
で
、

主
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
の
英
国
が
強
硬
に

反
対
し
、
採
択
に
当
っ
て
全
会
一
致
の
原
則

が
取
ら
れ
て
い
た
た
め
、
何
年
も
塩
漬
け
状

態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト

条
約
（
九
二
年
調
印
）
を
経
て
労
使
団
体
に

よ
る
「
協
約
」
を
Ｅ
Ｕ
指
令
へ
と
転
換
す
る

道
筋
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
を
活
か
し
て
、
九

六
年
、
よ
う
や
く
指
令
と
し
て
採
択
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
（
英
国
へ
の
拡
大
適
用
は
、
九

図1　女性の潜在的な労働力率 
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欧
州
諸
国
に
お
け
る
二
つ
の
方
向
性
 

先進諸国の動向 

七
年
の
ブ
レ
ア
政
権
誕
生
後
に
方
向
づ
け
さ

れ
、
九
九
年
よ
り
施
行
）
。 

 
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
内
容
は
、
労
働
者
か
ら
み

て
、
①
少
な
く
と
も
三
カ
月
の
育
児
休
業
の

権
利
（
八
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
で
各
国
ま

た
は
労
使
が
定
め
る
範
囲
内
で
）
②
前
項
の

権
利
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
、
譲
渡

は
不
可
能
（
た
と
え
ば
母
親
が
父
親
の
分
を

も
ら
い
受
け
二
倍
の
期
間
を
取
得
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
）
③
育
児
休
業
の
申
請
・
取
得

を
理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
な
い
た
め
の
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
④
同
一
の
職
へ
の
復
帰
の

権
利
―
―
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
社

会
保
障
（
健
康
保
険
な
ど
）
の
受
給
等
の
継

続
に
つ
い
て
も
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

加
盟
各
国
の
国
内
法
化
の
期
限
は
九
八
年
三

月
末
と
さ
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
先
進
国
を
中

心
と
す
る
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
の
解
消
の
過
程
と
、

時
間
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
家
的
施
策
と
い
う
よ

り
は
、
主
に
企
業
の
政
策
と
従
業
員
の
ニ
ー

ズ
に
よ
っ
て
子
育
て
環
境
が
改
善
さ
れ
て
き

た
米
国
の
事
例
も
加
え
、
こ
れ
ら
の
国
の
動

き
は
、
日
本
の
政
策
を
考
え
る
う
え
で
引
き

続
き
示
唆
を
与
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。 

（
国
際
研
究
部
主
任
調
査
員
　
吉
田
和
央
） 

　
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
考
え
る
う
え
で
二

つ
の
方
向
性
が
あ
り
う
る
。
一
つ
は
キ
ャ
リ

ア
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
仕
事
を
続
け

な
が
ら
育
児
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
方
向
性
。
も
う
一
つ
は
一
定
の
期
間
、

育
児
に
専
念
す
る
こ
と
を
企
業
が
認
め
そ
の

期
間
の
職
を
保
障
す
る
、
し
か
も
そ
の
間
の

経
済
的
な
支
援
を
国
が
行
う
と
い
う
方
向
性

で
あ
る
。 

 

主
要
諸
外
国
の
育
児
休
業
制
度
を
概
観
す

る
と
、
表
１
の
よ
う
に
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
類
型
化
し
て
み
る
と
、
前
者
の
方
向

性
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
を
、
後
者
の
事
例
と

し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。 

   

独

、英
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
育
休
制
度 

 

各
国
の
制
度
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
の
「
親

時
間
」
と
い
う
制
度
が
興
味
深
い
。
こ
れ
は

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
企
業
に
請
求
す
る

権
利
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
連
邦
育
児
手
当
法

が
改
正
さ
れ
両
親
が
同
時
に
休
暇
＝
「
親
時

間
」
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

親
時
間
取
得
中
に
は
原
則
と
し
て
解
雇
さ
れ

な
い
。
週
三
〇
時
間
ま
で
の
就
労
も
認
め
ら

れ
一
定
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
キ
ャ

リ
ア
を
継
続
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

子
が
二
歳
に
な
る
ま
で
育
児
手
当
に
よ
る
所

得
保
障
と
、
二
歳
以
降
の
「
親
時
間
」
取
得

と
短
時
間
労
働
を
組
み
合
わ
せ
た
ド
イ
ツ
の

制
度
は
、
仕
事
の
状
況
に
応
じ
て
仕
事
と
育

児
を
実
質
的
に
両
立
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。 

　
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
政
府
の
手
厚
い

支
援
が
特
徴
で
あ
る
。
政
府
と
個
人
の
間
に

一
定
の
距
離
を
お
こ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
と

は
正
反
対
の
位
置
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
表

１
に
示
す
よ
う
な
休
業
中
の
所
得
保
障
が
あ

る
他
、
幼
児
期
の
保
育
施
設
に
加
え
て
、
児

童
期
に
至
る
ま
で
政
府
提
供
の
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
就
学
前
学
校
（
一

歳
〜
五
歳
）
、
家
庭
的
保
育
（
一
歳
〜
一
二

歳
）
、
学
童
保
育
（
六
歳
〜
一
二
歳
）
な
ど

で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
近
年
、
就
業
形

態
を
多
様
化
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
措
置
を

盛
り
込
ん
だ
弾
力
勤
務
制
度
を
取
り
入
れ
た

（
二
〇
〇
二
年
雇
用
法
）
。
子
を
持
つ
従
業

員
が
使
用
者
に
対
し
て
申
請
す
る
労
働
時
間

帯
及
び
労
働
時
間
の
長
さ
の
変
更
、
労
働
場

所
の
変
更
（
仕
事
を
在
宅
で
行
う
か
職
場
で

行
う
か
）
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
条
件

の
変
更
を
請
求
す
る
権
利
を
与
え
る
も
の
。

イ
ギ
リ
ス
の
育
児
休
業
期
間
は
一
三
週
と
短

い
。
し
か
し
、
五
年
に
わ
た
っ
て
一
週
単
位

で
何
回
で
も
取
れ
る
。
し
か
も
、
二
六
週
の

母
性
休
業
や
生
後
八
週
間
以
内
に
最
低
で
も

二
週
間
取
得
で
き
る
父
性
休
暇
等
、
各
種
の

休
暇
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
か

ら
、
育
児
に
関
す
る
権
利
が
そ
れ
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合

む
し
ろ
課
題
と
さ
れ
る
の
は
、
育
児
休
業
申

請
期
間
は
長
い
も
の
の
、
そ
の
間
の
所
得
保

障
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

   

男
性

の
役
割 

　
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
考
え
る
上
で
男
性

の
果
た
す
役
割
も
欠
か
せ
な
い
。
育
児
が
女

性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
役
割
で
あ
る
と
い
う

固
定
観
念
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
先
進

諸
国
を
概
観
し
て
み
る
と
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
が
低
い

現
象
は
日
本
も
欧

州
諸
国
も
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
な
い
。

と
は
い
え
、
北
欧

諸
国
が
突
出
し
て

高
い
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
三
六
％
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
八

〇
％
と
い
う
数
値

が
際
立
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
一

九
六
〇
年
代
か
ら

問
題
化
し
た
少
子

化
と
、
そ
れ
に
付

随
し
て
懸
念
さ
れ

た
労
働
力
不
足
が

あ
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
女
性
の
労

働
市
場
参
入
を
促

進
し
た
政
策
が
あ

る
と
い
う
。
二
つ 

表1　主要欧州諸国の育児と仕事 

休業取得日数 

権利の発生 子が5歳未満 

所得保障 原則なし 

男性取得率 約12％ 約36％ 2～2.5％ 

取得資格 

イギリス スウェーデン ドイツ 

夫婦で合計480日 

90日分=1日60クローナ 

※『男女共同参画白書』(平成15年)､『労働法律労旬』(1558号)より作成 
※11月27日現在 1ポンド=197.91円 1スウェーデンクローナ=16.79円 
　1ユーロ136.54円 

最長3年（「親時 
間」取得権） 
ただし、育児手当
の受給につい 
ては、2年又は1
年の選択 

家族給付　月額
307ユーロ（従来
方式・2年間）又
は470ユーロ（給
付方式・1年間） 

ドイツに住所が
あり、日常的にド
イツに滞在 

1歳半まで全日休暇、8歳ま 
で労働時間を1/4短縮など 
各種 

両親保険による保障 
390日分=前年の所得の8割
※上限あり 

親、養親、看護権者であり、
同一使用者のもとで6ヶ月、
或いは2年間に12ヶ月雇用さ
れていたこと 

子1人に当たり3週、母性
休業1年、父性休暇2週間 

50人以上の企業に、1年
以上継続して雇用され、直
近の12か月間に1250時間
以上勤務した被用者 

産後の法定母性手当（28週）、最初
の6週=賃金の90％と、その後20週
間=100ポンドずつの支給。2000年
より生後8週間以内に2週間の父親
有給休暇導入 
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米
は
「
フ
ァ
ミ
フ
レ
」
か
ら
「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」へ
 

先進諸国の動向 

の
国
で
は
「
パ
パ
・
ク
オ
ー
タ
制
」
と
い
っ

て
一
定
の
時
間
、
父
親
と
し
て
子
供
と
過
ご

す
こ
と
が
法
律
で
半
ば
強
制
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
男
性
の
育
児
参
加
率
を
高
め
て
い
る
。

男
性
が
育
児
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
は
、
原
則
と
し
て
自
主
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
が
、
制
定
法
上
の
枠

組
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
側
面
も
あ
る
。 

   

日
本

へ
の
示
唆 

　
男
性
の
育
児
参
加
と
並
ん
で
、
パ
ー
ト
労

働
の
処
遇
改
善
の
検
討
が
必
要
だ
。
諸
外
国

で
は
、
正
規
職
員
と
パ
ー
ト
職
員
の
処
遇
格

差
が
日
本
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
正
規
社
員
と

パ
ー
ト
の
相
互
乗
り
入
れ
が
し
や
す
い
と
も

い
え
る
。 

　
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
労
働
力
率
は
か
つ
て
日

本
と
同
じ
よ
う
な
Ｍ
字
型
を
描
い
て
い
た
。

こ
の
十
数
年
で
逆
Ｕ
字
型
へ
と
変
化
を
遂
げ

た
（
図
２
）
。
例
え
ば
、
一
九
八
一
年
の
三

〇
〜
三
四
歳
の
女
性
労
働
力
率
は
五
三
・
四

％
で
あ
っ
た
が
、
八
六
年
に
は
六
二
・
六
％

と
な
り
、
九
三
年
の
六
九
・
七
％
、
〇
一
年

の
七
五
・
一
％
へ
と
上
昇
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
近
年
の
上
昇
の
背
景
に
は
九
七
年
、

労
働
党
が
政
権
に
返
り
咲
い
た
以
降
、
進
め

ら
れ
て
き
た
「
家
族
に
優
し
い
諸
政
策
」
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
先
述
の
弾
力
勤
務

制
度
も
今
後
、
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

　
こ
れ
ら
の
国
々
の
制
度
・
実
情
と
日
本
を

比
べ
る
と
、
男
性
の
育
児
参
加
率
に
し
て
も
、

パ
ー
ト
労
働
の
均
等
待
遇
に
し
て
も
、
改
善

の
余
地
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
映

し
出
さ
れ
る
の
は
、
母
親
と
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
の
二
重
性
に
さ
い
な
ま
れ
る
姿
で
は
な

く
、
二
つ
の
立
場
が
有
機
的
に
結
合
し
つ
つ

あ
る
姿
だ
。 
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ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
女

性
の
社
会
進
出
が
急
速
に
進
ん
だ
。
そ
の
背

景
に
は
、
公
民
権
法
の
制
定
や
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
施
策
の
実
施
な
ど
、

人
種
や
性
に
よ
る
差
別
禁
止
へ
の
国
家
的
取

り
組
み
が
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
女
性
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
肢
は
、
そ
れ
ま
で
の

「
結
婚
・
育
児
か
、
そ
れ
と
も
仕
事
か
」
と

い
う
二
者
択
一
型
か
ら
、
「
結
婚
・
育
児
も
、

そ
し
て
仕
事
も
」
と
い
う
両
立
型
へ
と
変
化

し
た
。
女
性
の
年
齢
別
就
業
パ
タ
ー
ン
も
、

八
〇
年
代
に
は
既
に
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
解
消
し
、

逆
Ｕ
字
カ
ー
ブ
を
示
し
て
い
る
。
伝
統
的
に

「
家
庭
は
個
人
の
領
域
」
と
い
う
考
え
方
が

強
く
、
国
や
自
治
体
レ
ベ
ル
の
保
育
制
度
を

欠
く
ア
メ
リ
カ
で
、
働
く
女
性
た
ち
の
「
家

庭
と
仕
事
の
両
立
」
を
支
援
し
て
き
た
と
さ

れ
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と

い
う
企
業
の
取
り
組
み
。
そ
の
特
徴
と
方
向

性
を
探
る
。 

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と
い

う
概
念
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
企
業
の
「
育
児

支
援
」
に
端
を
発
す
る
。
八
〇
年
代
以
降
、

働
く
女
性
の
増
加
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、

男
女
労
働
者
の
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
人
口

の
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
優
秀
な
人

員
確
保
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
、

「
育
児
支
援
」
を
中
心
に
従
業
員
の
「
家
庭

生
活
に
配
慮
し
た
」
就
業
環
境
の
整
備
に
着

手
し
始
め
た
。
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ザ
ー
（W

orking 
M
other

）
」
誌
は
、
こ
う
し
た
企
業
に
よ
る

女
性
の
登
用
や
支
援
策
、
特
に
育
児
サ
ポ
ー

ト
に
焦
点
を
当
て
て
、
八
五
年
か
ら
「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
マ
ザ
ー
の
た
め
の
職
場
ベ
ス
ト
一

〇
〇
」
と
し
て
、
働
く
母
親
に
と
っ
て
の
優

良
企
業
評
価
を
毎
年
発
表
し
て
い
る
。 

　
「
Ｗ
Ｍ
一
〇
〇
」
に
選
ば
れ
る
企
業
は
、

①
給
与
水
準
②
女
性
の
昇
進
の
チ
ャ
ン
ス
③

育
児
サ
ポ
ー
ト
④
勤
務
形
態
の
柔
軟
性
⑤
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
福
利
厚
生
―

―
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
二
〇
〇
三
年
は
特
に
、
②
、
③
、
④

に
重
き
を
置
い
た
ラ
ン
キ
ン
グ
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
特
に
最
近
で
は
、
育
児
サ
ポ
ー
ト
の

な
か
で
も
、
七
歳
か
ら
一
二
歳
く
ら
い
ま
で

の
子
供
た
ち
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
の
子
供

た
ち
は
、
デ
イ
ケ
ア
の
対
象
と
し
て
は
成
長

し
す
ぎ
て
お
り
、
か
と
い
っ
て
放
課
後
、
両

親
が
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る
ま
で
の
時
間

を
ず
っ
と
一
人
で
過
ご
す
に
は
幼
す
ぎ
る
。

働
く
親
た
ち
は
、
子
供
の
放
課
後
の
過
ご
し

方
を
常
に
心
配
し
、
そ
の
心
配
を
解
消
し
て

く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
切
望
し
て
い

る
の
だ
。 

　
ト
ッ
プ
一
〇
（
表
２
）
を
み
る
と
、
こ
の

ラ
ン
キ
ン
グ
の
常
連
で
も
あ
る
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
の
ほ
か
、
ア

ボ
ッ
ト
社
、
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
社
、
ブ
リ
ス

ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ
社
な
ど
医
薬
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ファミリー・フレンドリー企業では「子連れビジネスマン」の姿も珍しくはない 

出所：Working Mother Media Inc. ホームページ 

品
メ
ー
カ
ー
の
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
全
体

で
は
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や
、
金
融
・
保
険

サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い
中
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
レ
ゴ
シ
ス
テ
ム
社
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
な
ど
一
七
の
企
業
が
初
の
ベ
ス
ト
一
〇
〇

入
り
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
企
業
は
、
ま

さ
に
従
業
員
の
生
活
全
般
へ
の
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
を
整
え
て
い
る
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
と
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
ジ
ョ

ブ
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、
在
宅
勤
務

な
ど
の
柔
軟
な

勤
務
制
度
や
、

事
業
所
内
の
託

児
施
設
、
夏
休

み
な
ど
に
就
学

時
の
子
供
を
預

か
る
と
い
っ
た

育
児
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ェ
サ
ー
ビ
ス
（
ホ

テ
ル
や
デ
パ
ー

ト
で
み
ら
れ
る

よ
う
な
顧
客
の

問
い
合
わ
せ
・

要
望
に
応
え
て

く
れ
る
「
満
足

提
供
サ
ー
ビ

ス
」
）
、
従
業

員
自
身
や
そ
の

家
族
の
将
来
を

考
え
た
資
金
計

画
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、
社

内
サ
ー
ク
ル
・

ス
ポ
ー
ツ
・
趣

味
活
動
の
支
援
、
健
康
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

出
産
前
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
健
康
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
で
あ
る
。 

　
九
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
、
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
に
代
わ
っ
て

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
一
部
の
企
業
の
新
し
い
動
き
が
あ

る
。
そ
の
新
し
い
動
き
と
は
、
多
様
な
人
種

や
年
齢
層
の
人
々
が
、
個
々
の
能
力
や
適
性

に
応
じ
て
、
性
別
に
関
係
な
く
、
「
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
」
と
「
充
実
し
た
個
人
生
活
」

を
調
和
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
た
整
備
を
通
じ
て
、
よ
り
優
秀
な
人
材

を
確
保
し
定
着
さ
せ
、
生
産
性
や
業
績
、
顧

客
の
満
足
度
、
さ
ら
に
は
社
員
の
モ
ラ
ー
ル

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
企
業
の
意
識
が
鮮

明
で
あ
る
。
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
」
か
ら

「
仕
事
と
生
活
の
両
立
」
に
向
け
て
、
企
業

側
の
環
境
整
備
は
進
ん
で
い
る
。
残
る
課
題

は
、
働
く
側
の
意
識
改
革
だ
。
企
業
と
個
人

が
、
性
、
人
種
、
年
齢
、
国
籍
に
関
係
な
く
、

「W
in-W

in

」
（
お
互
い
に
得
る
も
の
が
あ

り
、
共
に
向
上
で
き
る
）
関
係
を
構
築
す
る

カ
ギ
は
そ
こ
に
あ
る
。 

　
　
　
　 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 


